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社会・経済のうごき＠しんぶん．yomu 
知っておきたい日本の経済・社会ニューストピックスを要約編集しました 

ホップステップ 

１０分でわかる 

何かを始めなければ、現実は何も変わらない！ 

 

 

 

内閣府が発表した２０１９年１～３月期の国内総生産

（ＧＤＰ）速報値によると、実質で前期比０．５%増とな

り、２四半期連続でのプラス成長だった。年率換算にする

と２．１%増となり、経済再生担当相は「内需の増加は崩

れていない」との談話を発表した。しかし、設備投資が前

期比０．３%減、個人消費が０．１%減といずれも減少に

転じたのに加え、中国経済の低迷により輸出も２．４%減

となっており、ＧＤＰはプラスとなったものの実勢には弱

さがあるとのエコノミストの指摘も出ている。 

 

 

 

 

金融庁が金融審議会に示した「高齢社会における資産形

成・管理」と題する報告書案で、働き盛りの現役期、定年

退職前後、高齢期の３期に分けて、長い老後を暮らせる蓄

えにあたる「資産寿命」の心構えを明記した。老後の生活

費については、平均寿命の伸びと少子化や非正規雇用の増

加で、政府の年金支給額の維持は難しくなるとともに、会

社は退職金額を維持することが困難になるとしたうえで、

国民に対し、公助頼みではなく、自助を呼び掛けている。 

 

 

 

 

超党派の議員立法で法案が提出されていた「食品ロス削

減推進法」が５月２４日の参院本会議が全会一致で可決、

成立した。食べられるにも関わらず捨ててしまう食品ロス

の削減を目指すもので、政府には削減推進の基本方針を定

めることを義務付け、都道府県や市町村には削減推進計画

を策定する努力義務が課せられる。また、企業は国や自治

体の施策に協力し、消費者も食品の買い方などを自主的に

工夫して削減に取り組むよう求めており、国民運動として

展開していくことを目指している。 

 

 

 

 

損害保険協会のまとめによると、２０１８年度の自然災

害（風水害）の保険金支払額は１兆５６９４億円となった

ことが分かった。前年度比８．４倍となり、支払額も調査

開始の１９７０年度以降で過去最高となった。台風２１号、

台風２４号による被害への保険金支払い額が影響しており、

これらが全体の９割近くを占めた。風水害が多発すること

での保険金支払額が膨らみ、損保各社の収支は悪化してき

ており、この１０月から各社が火災保険料を引き上げる。 

 

 

 

 

 

財務省が財政制度等審議会に地方財政の改革案で提示し

た試算によると、地方自治体の一般職員数は今後の人口縮

小ペースに対応して２０２５年には約３万人削減すること

が可能だとした。同省では地方自治体が大量採用を割けれ

ば、３万人は達成可能だとしたうえで、地方交付税などで

国が交付支出している地方財政規模の伸びを抑制する狙い

で、２０２０年度予算案に反映する考えである。改革案で

は事務作業の効率化策として、近隣自治体で事務を一括処

理する取り組みも促している。 

 

 

 

 

政府は５０歳まで一度も結婚したことのない人の割合を

表す「生涯未婚率」を「５０歳時未婚率」に表現を変更し

統一することとなった。５０歳以降は結婚できないのかと

の指摘を受けたことで正確性を欠くとして、表現を改めた。

国立社会保障・人口問題研究所が５年に１回調査している

生涯未婚率は、２０１５年時点で男性は２３．３７％、女

性は１４．０６％になっている。１９８５年までは５％未

満だったが、雇用の不安定化や結婚観の変化などにより、

年々増加してきている。 

 

 

 

 

 ＴＯＴＯが１日４時間以上・週３日以上出勤している正

社員や契約社員を対象に実施した調査によると、「トイレで

気分を切り替えたいと思うことがあるか」と尋ねたところ、

「よくある」（２２％）、「まあある」（３２％）を合わせる

と、５４％に上ることが分かった。年代別にみると、２０

代、３０代では７割を超えていた。トイレ個室で用足しや

身づくろい以外での行為（複数回答）は、「携帯電話・スマ

ホ・タブレットの使用」が最多の３９％で、「一休みする・

休憩する」（２３％）が挙げられた。 

 

 

 

 

 第一生命保険は「第３２回サラリーマン川柳コンクール」

ベスト１０を発表した。１位には『五時過ぎた カモンベイ

ビー ＵＳＡ（うさ）ばらし』が選ばれ、２位『いい数字 出

るまで測る 血圧計』、３位『メルカリで 妻が売るのは 俺

の物』が続いた。同社では「働き方改革をテーマとした川

柳が多く見られた」としており、１位となった川柳には「仕

事でたまったストレスを発散したいサラ―リーマンの気持

ちを流行語に乗せてうまく表現している」と評している。 

自治体職員３万人削減可能と財務省試算 １～３月期ＧＤＰ、年率換算２．１％増 

生涯未婚率を「５０歳時未婚率」に統一 

議員立法で食品ロス削減法が成立 

指針案で老後生活費の自助を訴える 

職場トイレで「気分転換」派は半数超に 

サラリーマン川柳ベスト１０決まる 
自然災害の保険金、過去最高の１．６兆円 


